
 

◆予防のために、注意すること 

・トイレの後、調理の前、食事の前は、必ず、石けんを用いて十分に手を洗うこと。 

・おう吐、下痢の症状があるときは、ノロウイルスやロタウイルスの感染を疑い、トイレ後の手洗いを徹底すること。また、 

手洗い後のタオルの共用を避けること。 

・便やおう吐物の処理をする際は、直接手を触れず、使い捨て手袋を使用し、おう吐物等の飛散に注意し、塩素系消毒液を 

用いて処理をすること。 

・通常、感染後１～３日で回復するが、下痢やおう吐による脱水症状を起こすことがあるため、早めに医師の診察を受けること。 

 

◆おう吐物の処理のしかた（参考：兵庫県健康福祉部生活消費局生活衛生課） 

 

 

 


